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1 . はじめに 

研究論文のインパクトの 評価方法としての 相対的引用度 (Relative Citation Rate 、 略 

称 R C R) の有用性と研究者個人ならびに 研究グループの 研究業績の評価への 適用方法に 

ついては、 第 18 回年次学術大会において 発表した通りであ る， ， 。 R C R とはあ る論文の 

被引用数をその 論文の掲載年度の 学術誌の期待 被 引用率 (Expected Citation Rate 、 略称 

E C R) で除した値を 指す。 この発表において、 残された課題の 一つとして、 評価の際に 

適切なクライテリアを 設けることを 挙げた。 R C R が研究分野および 専門学術 諸 において 

共通する評価尺度を 持っことが認められれば、 R C R の有用性は格段に 高くなる。 そこで、 

幾 っかの学術 諸に ついて、 R C R の評価尺度の 検討を行 う こととした。 

2 . 検討の対象 

引用分析の対象として Science 誌 1990 年版を選んだ。 1990 年を選んだのは、 他の学術 

誌 との比較の便宜に よ る。 周知のこととは 思われるが、 Science は、 週刊であ り、 巻の番 

苛 は 3  ケ 月毎に変わる。 また、 記事は、 This  Week  in  Science 、 Editorial 、 Letter 、 News 

&  Comment 、 Research  News 、 Perspective* 、 Policy  Forum 、 Article* 、 Research  Article 

* 、 Reports み 、 Technical Comments* 、 Inside  AAAS 、 Book  Reviews 、 Products &  MateriaIs 

等がらなる。 これらの記事の 中、 木印を付したものを 今回の引用分析の 対象とした。 Science 

(1990)  の V01, 247 、 248 、 249 、 250  の中、 上記の 5  種類の論文の 数は表 1  に 示 す 通りであ 

る。 

これらの合計 859 編の論文を、 さらに、 被 引用頻度に従って 分類した結果を 表 2 に示す。 

筑波大の小野寺教授が 日本物理学会の 英文 話 J P S J (1990) の 被 引用例に示された 分布 

2) では、 1992 年および 1992 年～ 1996 年の 2 つのケース 共 、 論文数は被引用数の 増加にっ 

れてほぼ整然と 減少している。 しかしながら、 Science においては途中に 大きな山があ り、 

きれいな法則性が 認められない。 このため、 引用文献数の 分布は二項分布にあ てはまらな 

い   

3 . 引用分析の方法と 分析結果 

あ る R C R の 値以 正の論文数の 割合 (%0) を引用分布曲線の 縦軸に、 R C R を横軸に選 

ぶと、 すべての引用分布曲線の 原点は (0, 100) の点から始まる。 このようにすれば、 被 引 

用数の区分は 任意に選ぶことができる。 また、 第 18 回年次大会においても 述べたよ う に 、 

R C R 算出にあ たってのデータ 採取開始年度と 採取年数 (window) は、 R C R の安定のて 

いどを考慮して 選ぶ必要があ る。 学術誌の発行が 年度末が近づくにつれて、 発表論文の発 

行年度における 被 引用数は急速に 低下するので、 この影響が回復して、 被 引用数が定抜状 

態に回復するまで 待っ必要があ るからであ る。 安定化に要する 年数は - 応 4 ～ 5 年ていど と 

兄 なされている。 
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表 l Science (l990) 中の引用分析対象記事と 細故 

記 編数 

Perspective 13 

Art 土 cle 138 

Research@ Article 56 

Reports 602 

Technical@ Comments 50  (t 芋 ，   

ム 計 - 」。 859   

( 注 ) 1 つの表題に対して 複数の執筆者 群 があ る場合には   

この 群 数を記事の編 数 と数えた。 

表 2 Science (1990) の掲載の論文に 対する ]992 年の引用文献数の 分布 

  
  14 13 13 19 59 

      13 22 51 

    12 10   36 

      12 14 39 

    6   Ⅰ 0 29 

  14       27 

6 ～ 7 14 23 12 12 61 

8 ～ 10 18 20 24 21 83 

1 1 ～ 15 31 20 28 19 98 

16 ～ 20 22 28 20 26 96 

2% ～ 30 16 16 30 34 96 

31 ～ 40 14 Ⅰ 5 19 13 61 

41 ～ 50 11     15 41 

51 ～Ⅰ 00 12 13 20 Ⅰ 6 61 

101 ～ 200         21 

ム ロ 二目ト 口 197 200 223 239 859 

Scjence における実績を 調べると、 被 引用数低下はほぼ 2 年で回復し、 発行年度の 3 年目 

から 被 引用状況の安定化がみられる。 そこで、 引用データ採取を 1990 年からとし、 引用の 

window をそれぞれ 3 年、 5 年、 7 年、 10 年として、 前述の方法と 考え方で引用データを 整 

理すると表 3 のようになる。 
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表 3  Science (1990) 中の論文の被引用度の 処理結果 

この表の値を 片対数方眼紙にプロットすると、 図 1 のようになり、 驚くべきこ とに、 す 

べての値は 1 本の曲線にのる。 このことは、 Science においては、 R C R の格付けあ るい 

は 論文インパクトの 評価尺度が、 引用データ採取の window に依存することなく、 1 本の曲 

線で表されることを 意味する。 この図から R C R が l および 5 以上の論文のインパクトは 、 

論文掲載訪中の 全論文のそれぞれトップ 30% および 5% 以内に入ることが 判る。 
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上記の結果が 普遍性を持っかどうかを 図 l Science (1990) において R C R から 
検討するため、 1990 年発刊数種の 学術 諸 に 求められる論文のインパクトの 尺度 

ついてこれまでと 同様の引用分析を 行っ 

た 。 その結果を表 4 に示す。 Nature では、 ㊦ ） 1 ㏄ 

R C R が 0 ～ 9 の範囲で、 Sci 誌の曲線と驚 

くほどのよい 一致がみられる。 また他の 6 

誌 のすべてでは、 R C R が 0 ～ 1 までは 曲 

線は sci 誌の曲線とよく 一致しているが、 

  を 超えると、 Sci 誌の曲線から 次第に上 

方 にそれてゆく。 この原因は今後の 検討課 

題 となる。 なお、 science 誌において、 第 

一筆者による 自己引用および 共著者全員 

による自己引用が R C R による引用 格付 
けに及ぼす影響を 調べたが、 いずれの場合 

父笘ロ 比 

  

  

も 、 その影響は認、 められなかった。   

RCR 

表 4  各種学術 誌 の林立インパクト 尺度曲線の Science 誌 との比較 
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l J  Nucl  Ma も er   同 上   

I@N@ Nucl@ Sci@ Technol@ | 同 上   

[@J@ Phys@ Soc@ Jpn   同 上   

I Nucl  Eng  Des   同 上     同 上     l RCR が 0 ～ 9 までの範囲で Sci 誌の曲線に極めてよく 一致。 @ 

4 . むすび 

R C R が研究論文のインパクトを 示す共通の尺度となれば、 R C R の利便性は飛躍的に 

増大すると思われる。 例えば、 個人の業績は、 R C R を一種のポイントと 考えて、 これら 

の合計値で示すことができる。 また研究グループあ るいは研究機関においても 種々の研究 

分野の研究業績を 総合した結果をこれと 同様に、 R C R の集積憤として 示すことが可能と 

なる。 このため、 今後ともなお、 各種の学術 諸に ついて本報告と 同様の調査・ 検討を重ね 

てゆきたいと 考える。 
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